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次期中長期目標等（原子力規制委員会共管部分）の案の現行（第１期）中長期目標等からの変更点 

現行（第１期） 次期（第２期） 

中長期目標 評価軸 
評価軸と関連する指標 

（評価指標、モニタリング指標） 
中長期目標 評価軸 

評価軸と関連する指標 

（評価指標、モニタリング指標） 

Ⅲ．研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 Ⅲ．研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 

1．量子科学技術及び放射線に係る医学に関する研究開発 2．放射線被ばくから国民を守るための研究開発と社会システム構築 

（4）放射線影響・被ばく医療研究 (1) 放射線影響に係る研究と福島復興支援 

 これまで原子力災害や放射線事故に対応

してきた経験を踏まえ、より高度な被ばく

医療対応に向けた取組を進める。また、低

線量被ばくに関しては、動物実験等の基礎

研究を通して得た知見をもとに、放射線防

護・規制に貢献する科学的な情報を引き続

き創出・発信していく。 

 

放射線に対する感受性及び年齢依存性に

ついて、これまで得られた動物実験等の成

果を疫学的知見と統合し、より信頼性の高

いリスク評価に役立てるとともに、放射線

の生体影響の仕組みを明らかにするなど、

当該分野の研究において、国際的に主導的

な役割を果たす。さらに、環境放射線の水

準や医療被ばく及び職業被ばく等の実態を

把握して、平常時に国民が受けている被ば

く線量を評価し、原子力災害や放射線事故

時に追加された線量の推定に資する。 

①放射射線影響研究

の成果が国際的に

高い水準を達成し、

公表されているか。 

《評価指標》 

・国際水準に照らした放射線影響研究の

成果の創出状況 

 

《モニタリング指標》 

・論文数 

・TOP10％論文数 

・知的財産の創出・確保・活用の質的量

的状況 

技術支援機関として、放射線による健康

リスクの評価に係る知見をより充実させる

ための研究を進め、当該研究分野の人材育

成に取り組む。 

 

低線量放射線被ばくによる人の健康への

影響について、より信頼性の高い被ばくリ

スクのモデルの構築に資する研究を行う。 

環境中の放射性核種の動態、環境放射線

の水準や医療及び職業被ばく等の実態のよ

り精確な把握・評価に取り組み、放射線防

護・規制の向上に貢献する科学的な知見を

創出する。 

放射線防護に関する国際機関との緊密な

連携を進めるとともに、国際的議論に貢献

する知見の提供に取り組む。放射線被ばく

について正確な情報を国民に広く発信す

る。 

福島県及び周辺地域の関係機関との連携

等により、放射線科学の研究開発や復興支

援に協力するとともに、放射線の影響等に

ついて、わかりやすい情報発信と双方向の

コミュニケーションに取り組む。 

○放射線の健康影響

に係る研究がなさ

れているか。 

 

○放射線影響研究の

成果が国際的に高

い水準を達成し、公

表されているか。 

 

〇福島県及び周辺地

域の関係機関との

連携等により、放射

線科学の研究開発

や復興支援に協力

するとともに、放射

線の影響等につい

て、わかりやすい情

報発信と双方向の

コミュニケーショ

ンに取り組んでい

るか。 

 

《評価指標》 

・放射線防護・規制に貢献する放射線影

響研究による科学的知見の創出及びそ

の提供の状況 

・国際水準に照らした放射線影響研究の

成果の創出状況 

・福島県及び周辺地域の関係機関への協

力の状況やわかりやすい情報発信等

の状況 

 

《モニタリング指標》 

・国際機関等への情報提供及び国際機関

等の活動への貢献の状況 

・メディアや講演等を通じた社会への正

確な情報発信の状況 

・論文数 

・TOP10％論文数 

・知的財産の創出・確保・活用の質的量

的状況 
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現行（第１期） 次期（第２期） 

中長期目標 評価軸 
評価軸と関連する指標 

（評価指標、モニタリング指標） 
中長期目標 評価軸 

評価軸と関連する指標 

（評価指標、モニタリング指標） 

Ⅲ．研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 Ⅲ．研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 

1．量子科学技術及び放射線に係る医学に関する研究開発 2．放射線被ばくから国民を守るための研究開発と社会システム構築 

（4）放射線影響・被ばく医療研究 (2) 被ばく医療に係る研究 

 これまで原子力災害や放射線事故に対応

してきた経験を踏まえ、より高度な被ばく

医療対応に向けた取組を進める。また、低

線量被ばくに関しては、動物実験等の基礎

研究を通して得た知見をもとに、放射線防

護・規制に貢献する科学的な情報を引き続

き創出・発信していく。 

 

国の被ばく医療の中核的な機関（平成 27 

年 8 月 25 日まで 3 次被ばく医療機関、平

成 27 年 8 月 26 日より高度被ばく医療支

援センター、平成 31 年 4 月 1 日より基幹

高度被ばく医療支援センター）として牽引

的役割を担うことで得られた成果（線量評

価、体内汚染治療等）をより発展させ、高度

被ばく医療において、引き続き先端的研究

開発を行う。さらに、緊急時の被ばく線量

評価を行う技術の高度化を進めるため、高

線量から低線量までの放射線作用の指標と

なる物理及び生物学的変化の検出・定量評

価に係る研究を行う。 

①放射射線影響研究

の成果が国際的に

高い水準を達成し、

公表されているか。 

《評価指標》 

・国際水準に照らした放射線影響研究の

成果の創出状況 

 

《モニタリング指標》 

・論文数 

・TOP10％論文数 

・知的財産の創出・確保・活用の質的量

的状況 

技術支援機関として、人体の線量評価手

法の開発・高度化を含む被ばく医療に係る

研究の推進及び当該研究分野の人材育成に

取り組むとともに、基幹高度被ばく医療支

援センター等として得られた経験・成果を

さらに発展させ、社会に還元する。 

 

線量評価手法の開発・高度化について、

社会実装を見据えた物理学及び生物学的評

価手法の最適化・標準化を進めること等に

より、原子力災害医療体制の機能強化に貢

献する。 

国内外の専門研究機関・医療機関等との

連携や共同研究を促進することにより、被

ばく医療のための診断や治療の高度化につ

ながる研究を行う。 

○原子力災害医療の

向上に資する被ば

く医療研究がなさ

れているか。 

 

○被ばく医療研究の

成果が国際的に高

い水準を達成し、公

表されているか。 

 

 

《評価指標》 

・原子力災害医療の向上につながる研究

成果の創出状況 

・国際水準に照らした被ばく医療研究の

成果の創出状況 

 

《モニタリング指標》 

・研究成果の原子力災害医療への活用の

質的量的状況 

・論文数 

・TOP10％論文数 

・知的財産の創出・確保・活用の質的量

的状況 
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現行（第１期） 次期（第２期） 

中長期目標 評価軸 
評価軸と関連する指標 

（評価指標、モニタリング指標） 
中長期目標 評価軸 

評価軸と関連する指標 

（評価指標、モニタリング指標） 

Ⅲ．研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 Ⅲ．研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 

4．公的研究機関として担うべき機能 2．放射線被ばくから国民を守るための研究開発と社会システム構築 

（1）原子力災害対策・放射線防護等における中核機関としての機能 (3) 基幹高度被ばく医療支援センター、指定公共機関及び技術支援機関としての 

原子力災害対策の向上等と人材育成 

原子力規制委員会の原子力災害対策・放

射線防護のニーズに応える技術支援機関及

び災害対策基本法や国民保護法等に位置付

けられている指定公共機関並びに基幹高度

被ばく医療支援センターとしての機能を確

実に確保する。原子力災害や放射線事故等

は、発生した場合には影響が甚大であるた

め、専門人材の育成が極めて重要である。

そのため、専門的・技術的な研究水準の向

上や組織体制の整備を図るとともに、我が

国において中核的な役割を担うことのでき

る専門人材を機構内で確保することを継続

的かつ計画的に進める。また、大学を含む

研究機関と連携し、このような専門人材の

育成も継続的かつ計画的に進める。 

具体的には、原子力災害医療体制におけ

る基幹高度被ばく医療支援センターとし

て、原子力災害時の被ばく医療体制に貢献

するため、他の高度被ばく医療支援センタ

ーを先導する中核的な役割を担い、地域の

原子力災害拠点病院等では対応できない緊

急時の被ばく線量評価、高度専門的な診療

及び支援並びに高度専門研修等を行う。 

さらに、放射線の影響、被ばく医療や線量

評価等に関するデータを継続的に収集整

理・解析し、UNSCEAR、IAEA、WHO、ICRP な

どの国際機関等へ積極的に情報提供などを

行うとともに、放射線被ばく、特に、人と環

境に対する低線量被ばくの影響について正

確な情報を国民に広く発信する。 

①技術支援機関、指定

公共機関及び基幹

高度被ばく医療支

援センターとして

の役割を着実に果

たしているか。 

《評価指標》 

・技術支援機関、指定公共機関及び基幹

高度被ばく医療支援センターとしての

取組の実績 

・原子力災害対策・放射線防護等を担う

機構職員の人材育成に向けた取組の

実績 

 

《モニタリング指標》 

・国、地方公共団体等の原子力防災訓練

等への参加回数及び専門家派遣人数 

・高度被ばく医療分野に携わる専門人材

の育成及びその確保の質的量的状況 

・原子力災害医療体制の強化に向けた取

組の質的量的状況 

・メディアや講演等を通じた社会への正

確な情報の発信の実績 

原子力災害医療の中核機関として、自ら

の対応能力の維持・向上に取り組む。我が

国の原子力災害医療体制全体における中心

的・先導的な役割を担い、同体制のより効

果的な運用に資する人材育成・技術開発・

技術支援に取り組む。 

 

基幹高度被ばく医療支援センターとし

て、各地の高度被ばく医療支援センター等

において指導的役割を果たすことのできる

ような高度専門人材の計画的な育成ができ

る体制を構築・維持するとともに、研修体

制・内容の充実化を行う。また、緊急時にお

いては被ばく医療を実施する機関への支援

を行うとともに、平時から各組織・専門家

との連携体制を構築する。 

原子力災害等の指定公共機関として、平

時の訓練や研修等を通じて機構内の専門

的・技術的水準の向上を図るとともに、緊

急時における関係行政機関や地方公共団体

等への適切な支援を行える体制を整備す

る。 

技術支援機関として、原子力災害時の住

民の被ばく線量推定手法の検討及び実施体

制構築の支援に取り組む等により、防護措

置や事後対応策の向上に貢献する。 

○基幹高度被ばく医

療支援センター、指

定公共機関及び技

術支援機関として

の役割を着実に果

たしているか。 

  

《評価指標》 

・基幹高度被ばく医療支援センター、指

定公共機関及び技術支援機関としての

取組の状況 

・原子力災害対策等を担う機構職員の人

材育成及び原子力災害医療体制の中

でリーダーシップを発揮する高度専

門人材の育成に向けた取組の状況 

 

《モニタリング指標》 

・国、地方公共団体等の原子力防災訓練・

研修等への参加回数及び専門家派遣

人数 

・原子力災害医療体制の強化に向けた取

組の質的量的状況 

・被ばく医療分野に携わる専門人材の育

成及びその確保の質的量的状況 

・原子力災害対策等の改善・向上に貢献

する取組の質的量的状況 
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現行（第１期） 次期（第２期） 

中長期目標 評価軸 
評価軸と関連する指標 

（評価指標、モニタリング指標） 
中長期目標 評価軸 

評価軸と関連する指標 

（評価指標、モニタリング指標） 

Ⅲ．研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 Ⅲ．研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 

4．公的研究機関として担うべき機能 2．放射線被ばくから国民を守るための研究開発と社会システム構築 

（2）福島復興再生への貢献 (1) 放射線影響に係る研究と福島復興支援 

住民や作業員等の放射線による健康上の

不安の軽減、その他安心して暮らすことが

出来る生活環境の実現、更に原子力災害対

応に貢献できるよう、東京電力福島第一原

子力発電所事故に対応することで得られた

経験を基に、被災地再生支援に向けた放射

線の人や環境への影響に関する調査研究等

に取り組む。 

①福島復興再生への

貢献のための調査

研究が着実に実施

できているか。 

《評価指標》 

・被災地再生支援に向けた取組の実績 

 

《モニタリング指標》 

・被災地再生支援に向けた調査研究の成

果 

・メディアや講演等を通じた社会への正

確な情報の発信の実績 

（(1)放射線影響に係る研究と福島復興支援（前掲）の中に位置づける）  

 
 

現行（第１期） 次期（第２期） 

中長期目標 評価軸 
評価軸と関連する指標 

（評価指標、モニタリング指標） 
中長期目標 評価軸 

評価軸と関連する指標 

（評価指標、モニタリング指標） 

Ⅲ．研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 Ⅲ．研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 

4．公的研究機関として担うべき機能 2．放射線被ばくから国民を守るための研究開発と社会システム構築 

（3）人材育成業務 (1) 放射線影響に係る研究と福島復興支援 

(2) 被ばく医療に係る研究 

(3) 基幹高度被ばく医療支援センター、指定公共機関及び技術支援機関としての 

原子力災害対策の向上等と人材育成 

量子科学技術の推進を担う機関として、

国内外の当該分野の次世代を担う人材の育

成に取り組む。また、東京電力福島第一原

子力発電所事故後の放射線に関する社会の

関心の高まりを踏まえ、放射線に係る専門

機関として、放射線防護や放射線の安全取

扱い等に関係する人材や幅広く放射線の知

識を国民に伝えるための人材の育成に取り

組む。 

①社会のニーズにあ

った人材育成業務

が実施できている

か。 

《評価指標》 

・研修等の人材育成業務の取組の実績 

・大学と連携した人材育成の取組の実績 

（(1)放射線影響に係る研究と福島復興支援（前掲）、(2)被ばく医療に係る研究（前掲）(3)基幹高度被ばく医

療支援センター、指定公共機関及び技術支援機関としての原子力災害対策の向上等と人材育成（前掲）の各項

目の中にそれぞれ位置づける） 

 


